
狛江市固定資産評価審査委員会議事録（令和３年度第１回）

１ 日 時 令和３年８月 26 日（木）午後２時～２時 15 分

２ 場 所 501 会議室

３ 出 席 者

４ 説 明 者

課税課長 垣内 素峰

課税課固定資産税係長 藤間 航平

（開会 午後２：00）

【事務局】

これより令和３年度第１回狛江市固定資産評価審査委員会を開催いたしま

す。

それでは，「議題１委員長，職務代理者及び書記の選任」でございますが，

今年度の委員長が選任されるまでの間は，事務局の方で進行させていただきま

す。委員長につきましては，これまで３人の委員の中で持ち回りでお願いして

おりまして，今年度は評価替えの年でしたので弁護士の資格をお持ちの石川委

員にお願いさせていただきたいのですが，よろしいでしょうか。

（賛同の声）

【事務局】

職務代理者につきましては，秋谷委員にお願いしてもよろしいでしょうか

（賛同の声）

【事務局】

それでは，委員長を石川委員に，職務代理者を秋谷委員にお願いし，今後の

議事進行は石川委員にお願いしたいと思います。

【委員長】

ただ今委員長に選任されました石川です。よろしくお願いいたします。それ
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職 務 代 理 者 秋谷 隆一郎

委 員 江藤 恭之

書 記 丸山 雄規



では「議題２令和３年度固定資産課税台帳の縦覧結果及び令和３年度税制改正

について」です。担当課より説明をお願いします。

（課税課入室）

【課税課長】

課税課長の垣内と申します。本日はどうぞよろしくお願いいたします。

【課税課固定資産税係長】

課税課固定資産税係長の藤間と申します。本日はどうぞよろしくお願いいた

します。

【課税課長】

まず，縦覧・閲覧につきましては，５月 31 日に縦覧・閲覧期間が終了しま

したので，その件数等を御報告します。

また，審査申出につきましては，今年度は土地に関して１件ございましたが，

７月 28 日に取り下げられており，結果としては０件となっております。

詳細につきましては，担当係長より説明いたします。また，主要な税制改正

事項につきましても併せて御説明します。

【課税課固定資産税係長】

まず，固定資産税の縦覧，閲覧，審査申出の件数について御説明します。お

手元の資料の「固定資産税 縦覧・閲覧・審査申出件数」を御覧ください。

今年度は５月 31 日に縦覧・閲覧期間が終了しました。縦覧の件数につきま

しては，土地が１件，家屋が１件の合計２件，縦覧者実人数は１人でした。ま

た，閲覧の件数につきましては，土地が 147 件，家屋が 109 件，償却資産が１

件の合計 257 件でした。閲覧者実人数は 128 人で，このうち借地・借家人の閲

覧は２件でした。

閲覧件数につきましては，前年度に比べ，大幅な増となっておりますが，そ

の主な要因につきましては，２点あると考えます。１点目が昨年度は４月～５

月に新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言が発出されたことに伴

い減少したこと，２点目が今年度は３年に１度の評価替えの年であったことか

ら，納税者皆さまの関心が高かったことによるものと考えます。

一方，審査申出につきましては，前面道路が建築基準法の道路要件を満たさ

ない土地の所有者より当該土地の評価に関する審査申出が１件ありました。こ

の件につきましては，土地の評価事務取扱要領に基づき，必要な補正を適用す

ることとしました。その結果，７月 28 日付けで申請が取り下げられました。

続きまして，令和３年度の固定資産税・都市計画税の傾向や納税者の方から

寄せられた問合せについて，御説明します。資料下段の参考を御覧ください。



土地につきましては，新型コロナウイルス感染症による社会経済活動や国民

生活全般を取り巻く状況が大きく変化したことを踏まえ，納税者の負担感に配

慮する観点から，令和３年度に限り，負担調整措置等によって税額が増加する

土地については前年度の税額に据え置く特別な措置が講じられました。これに

より，課税標準額が据え置かれたため，減となっております。

問合せにつきましては，税額が増加しなかったこともあり，例年に比べ件数

は少なくなっております。続いて，家屋につきましては，新増築及び新増築軽

減期間の終了による増はあるものの，評価替えに伴う減となっております。問

合せにつきましては，例年同様，新築住宅に対する固定資産税の軽減措置の終

了に伴い，税額が上がったという問合せが多く寄せられました。

その他としましては，地方税法の改正により，令和３年度に限り，中小事業

者等に対しての固定資産税及び都市計画税の軽減措置が設けられました。新型

コロナウイルス感染症等により，厳しい経営環境にある中小事業者等に対して，

令和３年度課税の１年度分に限り，償却資産及び事業用家屋に係る固定資産税

の負担を軽減するものです。なお，この軽減措置に伴い，市の税収が減少する

部分につきましては，新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補てん特別交

付金にて補てんされることとなっております。

最後に，今年度の税制改正について，御説明します。資料の「令和３年度主

な税制改正（市税条例）」を御覧ください。

今年度の地方税法の一部を改正する法律につきましては，令和３年３月 31

日に公布され，同年４月１日から施行されました。資料に沿って３点を御説明

します。

１点目が，浸水被害対策のために整備される雨水貯留浸透施設に関するもの

です。浸水被害防止・軽減のため，特定都市河川浸水被害対策法や下水道法に

基づき，認定を受けて整備された雨水貯留浸透施設について，固定資産税の課

税標準額に乗じる率を３分の１としています。

２点目は，先ほども少し触れましたが，税額が増加する土地に係る課税標準

額を据え置くものです。負担調整措置等によって税額が増加する土地について

は前年度の税額に据え置く特別な措置を講じることとしています。

３点目は，用途変更宅地等又は類似用途変更宅地等に係る負担調整措置適用

の継続です。用途変更宅地等又は状況類似用途変更宅地等についても，前年度

からの変更後の用途であったものとみなして負担調整措置を適用することが

できる特例を継続することとしています。

以上，雑駁ではございますが，説明となります。

【委員長】

質問等はありますか。

ないようなので，｢令和３年度固定資産課税台帳の縦覧結果及び令和３年度

税制改正について｣はこれで終了とします。ありがとうございました。



続きまして議題３「審査申出について」について，課税課から説明をお願い

します。

～～【個人情報のため 非公開】～～

（課税課退室）

【委員長】

事務局からその他連絡事項はありますか。

【事務局】

２点御報告があります。

１点目が狛江市固定資産評価審査委員会条例の改正についてです。この条例

は，審査の手続，記録の保存その他審査に関し必要な事項を定めているものと

なっております。今回こちらの条例につきまして，内容の一部を令和３年狛江

市議会第１回臨時会におきまして改正いたしましたので，その御報告となりま

す。対照表を御覧ください。今回の改正理由は，行政不服審査法施行令の改正

に伴い押印規定を廃止するとともに新型コロナウイルス感染症の感染拡大防

止や市民等の負担を軽減するといった観点から，全庁的な押印を求める手続の

見直しに伴い，押印及び署名の規定を廃止するため，改正したものとなります。

具体的な内容といたしましては，対照表に記載のあるとおり，第４条「審査の

申出書」，第７条「意見陳述の調書」，第８条「口頭審理の口述書」，同じく第

８条「口頭審理の調書」，第９条「実地調査の調書」，第 11 条「議事の調書」

における押印及び署名の規定を廃止いたしました。なお，各調書につきまして

は，署名は求めないのですが，委員の氏名と書記の氏名を記載する形にしてお

ります。参考といたしまして，改正後の条例全文を付けております。一点目の

報告は以上となります。

２点目が例年秋に行われている定期協議会についてです。４月頃に委員の皆

様にも意向確認をさせていただきましたが，今年度につきましても，幹事市で

ある小金井市より新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえて，書面で開催す

ることで決定いたしましたので，よろしくお願いいたします。

報告は以上となります。

【委員長】

それでは，本日の議題は全て終了しましたので，閉会します。ありがとうご

ざいました。

（閉会 午後２：15）


